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ぼくもわたしも火遊びはしません
　全国火災予防期間中の１１月１５日に、三日月幼年消防クラブ（三日月保育園児）による防火ＰＲが実
施されました。三日月文化センター前と特別養護老人ホームサンホームみかづきのデイルームで鼓笛演奏
や火の用心の歌などを元気いっぱい披露し、火災予防を呼びかけました。藤木万勝くん（乃井野）のリー
ドで園児全員が「ぼくもわたしもひあそびはしません」と誓いました。
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平
成
17
年
度
の
佐
用
町
歳
入
歳
出

決
算
（
通
年
）
の
町
税
と
国
保
税
の

概
要
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

町
税
総
額
に
お
い
て
は
、
調
定

額
約
28
億
９
百
万
円
、
収
入
済
額
約

23
億
３
千
６
百
万
円
、
不
納
欠
損

額
約
７
百
万
円
、
収
入
未
済
額
約

４
億
６
千
６
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
度
収
入
未
済
額
は
、
18

年
度
予
算
に
滞
納
繰
越
分
と
し
て
計

上
し
滞
納
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

徴
収
率
は
、
83
．
２
㌫
で
前
年
度
よ

り
１
．
２
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
は
、

調
定
額
約
５
億
７
千
１
百
万
円
、
収

入
済
額
約
４
億
８
千
９
百
万
円
、
不

納
欠
損
額
約
７
百
万
円
、
収
入
未
済

額
約
７
千
５
百
万
円
、
徴
収
率
は

85
．
５
㌫
で
前
年
度
か
ら
０
．
８
ポ

イ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
納
期
内
に
完
納
さ
れ
た

大
多
数
の
納
税
者
と
の
公
平
性
を
背

景
に
し
て
、
公
平
な
納
税
と
町
税
収

入
を
確
保
す
る
た
め
、
多
額
の
収
入

未
済
額
及
び
不
納
欠
損
額
を
減
少
さ

せ
る
滞
納
整
理
は
、
町
政
の
重
要
な

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
12
月
を
「
公
平
な
納
税
と

町
税
収
入
確
保
強
化
月
間
」と
し
て
、

滞
納
整
理
や
滞
納
処
分
（
差
押
・
換

価
）
を
強
化
し
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
第
30
条
に
定
め
る

「
国
民
は
、
法
律
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
納
税
の
義
務
を
負
う
」
こ

と
か
ら
、
町
税
な
ど
の
納
期
内
完
納

に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
町
民
税
に
お
い
て
、
法
人
町
民
税

は
一
部
業
種
に
好
況
が
見
ら
る
も
の

の
、
個
人
住
民
税
は
引
き
続
き
低
迷

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
因
は
、個
人
所
得
の
低
迷
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
現
役
世

代
の
減
少
、
年
金
受
給
者
の
増
大
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
に
お
け
る
収
入
未

済
額
、
約
４
億
４
千
６
百
万
円
の

内
、
ゴ
ル
フ
場
関
係
会
社
分
が
約

３
億
５
千
９
百
万
円
、
約
80
㌫
と
大

部
分
を
占
め
、
町
税
の
収
入
未
済
額

約
４
億
６
千
５
百
万
円
に
対
し
て
も

約
77
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
が
、
徴
収
率
が
低
位
に
留
ま
る
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
個
人
、
事
業
所
に
係

る
町
税
の
収
入
未
済
額
も
、
約

１
億
７
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
滞

納
整
理
の
強
化
は
、
重
要
な
行
政
課

題
の
一
つ
で
す
。

　

固
定
資
産
税
に
お
い
て
、
播
磨
科

学
公
園
都
市
の
大
型
放
射
光
施
設
関

連
の
収
入
済
額
は
約
３
億
７
千
万
円

で
、
償
却
資
産
の
経
年
減
価
に
よ
っ

て
、
前
年
か
ら
約
４
千
２
百
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

●
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
収
入

未
済
額
が
約
３
百
万
円
、
徴
収
率
は

約
94
㌫
で
す
。

●
不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
担
税
能

力
が
な
い
こ
と
か
ら
滞
納
処
分
の
執

行
停
止
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

12
月
は
「
公
平
な
納
税
と
町
税
収
入
確
保
強
化
月
間
」

納
期
内
に
完
納
さ
れ
た
大
多
数
の
納
税
者
と
の
公
平
性
を
背
景
と
し
て

平
成
17
年
度
決
算
に
お
け
る
町
税
の
概
況

 納税で、すみよいまちづくり　兵庫県上郡県税事務所・佐用町

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受

け
て
い
る
か
た
は
、
毎
年
誕
生

月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
現
況
確

認
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
12
月
に
誕
生
日
を
迎

え
る
か
た
か
ら
は
、
原
則
と
し

て
現
況
届
の
提
出
が
不
要
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
07
・
１
１
６
５

年
金
の
現
況
届
が
不
要
に
な
り
ま
す

―ご注意ください！―
次に該当するかたは引き続き現況届の提出が必要です
　　～誕生月に今までどおり現況届が送付されます～
①社会保険庁で保有している本人基本情報（氏名、性別、
　生年月日、住所）と住民基本台帳ネットワークシステ
　ムの情報が相違し、住民票コードを確認できないかた
　（住民票コードを確認できなかったかたには、社会保
　険庁からその旨をお知らせします）
②住民基本台帳ネットワークシステムに参加していない
　市町村にお住まいのかた（佐用町は参加しています）
③外国籍（外国人登録）のかた
④外国にお住まいのかた
加給年金額対象者の生計維持確認や診断書の提出は引き
続き必要です
①加給年金額を受けられるかどうか生計維持の確認が必
　要なかたは、社会保険庁から送付する『生計維持確認
　届』を提出してください。提出がない場合、加給年金
　額のみ支払いが一時止まります。
②障害の程度を確認するために医師による診断書が必要
　なかたは、社会保険庁から送付する『診断書』を提出
　してください。

社
会
保
険
事
務
所
職
員
を
装
っ
た

不
審
者
に
ご
注
意
を
！

　

大
阪
府
下
で
、「
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
来
た
」
と
名
乗
る
不
審
な
訪
問
者

に
、
現
金
を
詐
取
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
不
審

に
思
わ
れ
る
訪
問
者
や
電
話
な
ど
に
よ
る
照
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場

で
対
応
せ
ず
に
相
手
の
所
属
と
氏
名
、
連
絡
先
を
確
認
し
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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及
び
消
滅
時
効
に
よ
る
も
の
、
町

税
合
計
約
７
１
７
万
円
、
国
保
税

７
４
４
万
円
を
不
納
欠
損
の
処
理
を

し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

収
入
未
済
額
は
約
７
千
５
百
万
円
、

徴
収
率
は
85
．
５
㌫
で
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
健
全
運
営
の
た
め

に
、
徴
収
率
の
一
層
の
向
上
は
重
大

な
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
未
納
者

に
は
保
険
証
の
交
付
を
制
限
し
、
短

期
証
や
資
格
証
明
証
を
交
付
す
る
ほ

か
、
町
税
と
共
同
し
て
滞
納
整
理
や

滞
納
処
分
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
徴
収
率

　

新
町
発
足
後
、
税
務
課
に
収
納
係

を
設
置
し
、
納
期
内
に
完
納
さ
れ
た

大
多
数
の
納
税
者
と
の
公
平
性
を
背

景
に
し
て
「
公
平
な
納
税
と
町
税
収

入
の
確
保
」
を
前
面
に
掲
げ
、
納
税

折
衝
、
税
法
に
基
づ
く
適
正
な
滞
納

処
分
（
差
押
・
換
価
）
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
か
ら
、
徴
収
率
は
前
年
度
か

ら
１
．２
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
18
年
度
に
お
い
て
も
公

平
な
納
税
と
町
税
収
入
の
確
保
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

滞
納
処
分
：
地
方
税
、
分
担
金
、

加
入
金
、
過
料
ま
た
は
法
令
で
定

め
る
使
用
料
を
債
務
者
が
滞
納
し

た
場
合
、
地
方
税
法
な
ど
の
規

定
に
よ
り
行
う
行
政
上
の
強
制
執

行
、
つ
ま
り
債
務
者
の
財
産
を
差

押
え
、
こ
れ
を
換
価
し
、
そ
の
換

価
代
金
を
滞
納
に
充
当
す
る
一
連

の
強
制
徴
収
の
手
続
き
を
い
い
ま

す
。

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
：
滞
納
者

が
、
無
財
産
の
場
合
や
生
活
困
窮

の
場
合
な
ど
に
滞
納
処
分
の
執
行

を
停
止
し
、
停
止
期
間
が
３
年
間

継
続
し
た
と
き
は
、
納
税
義
務
は

消
滅
し
ま
す
（
法
第
15
条
の
７
）。

不
納
欠
損
：
地
方
公
共
団
体
の
歳

入
決
算
に
お
い
て
、
滞
納
処
分

の
執
行
停
止
を
行
い
そ
の
後
３
年

を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
及

び
消
滅
時
効
に
よ
る
も
の
に
つ
い

て
、
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
い

て
徴
収
し
得
な
く
な
っ
た
場
合
、

こ
れ
を
不
納
欠
損
処
分
を
し
ま

す
。	

消
滅
時
効
：
地
方
税
の
徴
収
権
は
、

法
定
納
期
限
か
ら
５
年
間
、
滞
納

処
分
を
執
行
し
な
い
場
合
に
時
効

に
よ
り
消
滅
し
ま
す
（
法
第
18
条

１
項
）。
た
だ
し
、
民
法
の
規
定
が

準
用
さ
れ
、
ま
た
、
督
促
を
発
し

て
か
ら
10
日
の
期
間
、
催
告
書
を

発
し
て
か
ら
差
押
ま
で
の
期
間
、

交
付
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど

の
期
間
は
、
時
効
は
中
断
し
ま
す

（
法
第
18
条
の
２
）。

用
語
の
解
説

■
と
き　

　

平
成
19
年
２
月
17
日
（
土
）

　
　

午
後
６
時　
　

開
場

　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

　

平
成
19
年
２
月
18
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

　
　

午
後
２
時　
　

開
演

■
と
こ
ろ

　

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル

　

（
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

■
入
場
料

前
売
り   

一
般      

１
、０
０
０
円

　
　
　

   

高
校
生
以
下
５
０
０
円

当　

日   

一
般  　

１
、２
０
０
円

　
　
　

   

高
校
生
以
下
６
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ザ
・
ウ
ィ
ン
ド

「
住
民
手
づ
く
り
芝
居
」
第
６
弾
は

　　

町
で
は
、
２
０
０
７
年
佐
用

町
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

　

平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
12
時
45
分
受
付　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
式

■
と
こ
ろ　

　

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル

　
（
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

※
町
内
１
カ
所
で
開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

　

式
典
、
記
念
撮
影

※
対
象
者
の
か
た
に
は
案
内
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
５
４
９

佐
用
町
成
人
式
を
開
催

は
た
ち
の
旅
立
ち

別表　平成 17 年度　佐用町　町税・国保税の決算の概要（通年） 　　　　　　　　単位 / 円

税　目 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 徴収率 前年率

町税総額 28 億     933 万 8,060 23 億 3,634 万 8,272 717 万          99 4 億 6,581 万 9,709 83.2% 82.0%

主な

町税

町民税 6 億 3,657 万 8,657 6 億 1,933 万 8,102 164 万 4,985 1,559 万 5,570 97.3% 97.0%
固定資産税 19 億 9,421 万 9,131 15 億 4,226 万 2,412 539 万 3,694 4 億 4,656 万 3,025 77.3% 75.6%
軽自動車税 5,263 万 2,950 4,957 万 9,936 13 万 1,400 292 万 1,614 94.2% 94.3%

国民健康保険税 5 億 7,148 万      462 4 億 8,858 万      842 744 万 6,765 7,545 万 2,855 85.5% 84.7%

　注１：決算額は、合併前４町の決算額（１７年４月～９月）に新町の決算（１７年１０月～１８年３月）を合計した金額。	
　注２：町税総額は、町民税、固定資産税、軽自動車税に、町たばこ税及び特別土地保有税を加えた金額。
　注３：各税目の金額は、平成 17 年度現年分と滞納繰越分を合計した金額。
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 11 月１日～５日にかけて役場本庁

及び各支所などで、さよう文化祭

が開催されました。

　各会場ともすばらしい芸能発表、

作品展示、イベントなどが企画さ

れ、それぞれ秋の芸術・文化を楽

しむ機会となりました。その様子

を一部写真で紹介します。

起震車で地震体験

元気いっぱいのよさこい踊り

子どもたちに大人気 龍山神社の大屋台も登場

とてもかわいいですね

三日月乃井野田吾作会の獅子舞

心をひとつに大なわとび

どの作品もすばらしいです

大盛況のバザー

はばタンも登場

秀作ぞろいの作品展
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子ども見守り人形劇

三日月小学校 2 年生有志の音楽劇

力いっぱい踊りました

子どもも大人も楽しんで

息もピッタリ上月子ども太鼓

決
ま
り
ま
し
た

はなやかな傘踊り

三日月会場のオープニング

見事な陶芸作品がずらり

綱引きは見ているほうも力が入ります

おとなも乗ってみたかったスーパーカー
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 スポーツの秋・芸術の秋

三日月中学校の「混声四部合唱」 佐用中学校の「混声三部合唱」

上津中学校の「木琴合奏」

三日月中学校の「筝曲」

上月中学校の「和太鼓」 佐用中学校の「吹奏楽」

上津中学校の「混声三部合唱」 上月中学校の「混声三部合唱」

第
56
回

佐
用
郡
中
学
校

　

音
楽
交
歓
会

中
学
生
の
熱
き
戦
い

　

11
月
８
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
第
56
回
さ
よ
う
郡
中
学
校
音
楽
交
歓
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
４
中
学
校
の
３
年
生

を
中
心
に
合
唱
・
合
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

男
子

２
位　

上
月
中

　
（
伊
賀
順
平
・
古
本
敦
大
・
大

　

野
愛
斗
・
岡
本
直
也
・
山
田
恵

　

伍
・
湯
浅
康
智
）

野
球　

１
位　

佐
用
中　
　

　
　
　

２
位　

三
日
月
中　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　

１
位　

上
月
中

　
　
　

２
位　

上
津
中

男
子
卓
球　

　
　
　

１
位　

上
津
中

　
　
　

２
位　

佐
用
中

個
人
戦

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

１
位　

山
本
健
晴
（
上
津
中
）

２
位　

宮
本　

享
（
上
津
中
）

３
位　

矢
野
和
樹
（
上
月
中
）

３
位　

春
井
浩
明
（
上
津
中
）

女
子

６
位　

上
月
中

　
（
上
野
七
海
・
横
山
萌
・
長
田
咲
・

　

大
西
ひ
か
り
・
大
野
成
実
）

（
ダ
ブ
ル
ス
）

１
位　

山
本　

拓
・
春
井
浩
明

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
中
）

２
位　

宮
本　

享
・
山
本
健
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
中
）

３
位　

山
根
悠
司
・
山
口
幸
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
中
）

３
位　

矢
野
和
樹
・
渡
辺
鎮
郭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

女
子
卓
球

　
　
　

１
位　

三
日
月
中

　
　
　

２
位　

佐
用
中

佐
用
郡
中
学
新
人
球
技
大
会
（
10
月
21
日
・
敬
称
略
）

男
子

１
位　

上
月
中
Ａ

　
（
伊
賀
順
平
・
古
本
敦
大
・
大

　

野
愛
斗
・
山
田
恵
伍
・
岡
本

　

直
也
・
湯
浅
康
智
）

２
位　

佐
用
中
Ａ

　
（
山
口　

晶
・
笹
谷
拓
穂
・
平

　

井
督
也
・
市
川
直
樹
・
尾
﨑

　

隼
人
・
小
林
洋
貴
）

３
位　

上
月
中
Ｂ

　
（
村
上
達
哉
・
諏
訪
雄
祐
・
吉

　

田
尚
幸
・
河
端
唯
斗
・
小
林

　

樹
生
・
樫
本
有
司
）

女
子

１
位　

上
月
中
Ａ

　
（
上
野
七
海
・
長
田
咲
・
大
西

　

ひ
か
り
・
横
山
萌
・
大
野
成
実
）

２
位　

佐
用
中
Ａ

　
（
西
坂
和
恵
・
戸
屋
瑞
貴
・
山

　

本
摩
皆
・
倉
部
彩
菜
・
藤
木

　

静
香
）

３
位　

上
月
中
Ｂ

　
（
湯
淺
果
央
子
・
皆
木
恵
梨
・

　

水
鳥
聡
紀
・
高
見
沙
弥
・
村

　

上
綾
）

佐
用
郡
駅
伝
競
走
大
会
（
10
月
14
日
・
敬
称
略
）

西
播
磨
駅
伝
競
走
大
会
（
11
月
３
日
・
敬
称
略
）
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第
56
回

佐
用
郡
小
学
校

　

連
合
音
楽
会

個
人
戦

（
シ
ン
グ
ル
ス
）

１
位　

幸
田
悠
那
（
三
日
月
中
）

２
位　

竹
内
真
綾
（
佐
用
中
）

３
位　

長
谷
川
智
香
（
佐
用
中
）

３
位　

祖
開
美
奈
子
（
上
月
中
）

（
ダ
ブ
ル
ス
）

１
位　

船
曵
美
咲
・
西
中
直
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

２
位　

高
野
愛
吏
茶
・
岡
本
沙
也
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
中
）

３
位　

芳
原
友
佳
梨
・
祖
開
美
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

３
位　

幸
田
悠
那
・
後
藤
希
実

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　

１
位　

三
日
月
中

　
　
　

２
位　

上
月
中

個
人
戦

１
位　

寺
田　

剛
・
廣
瀬
翔
多
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

２
位　

小
川
浩
樹
・
山
根
健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

３
位　

高
橋
慶
人
・
肥
塚
秀
平

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
佐
用
中
）

３
位　

松
尾
将
志
・
清
水
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　

１
位　

三
日
月
中

　
　
　

２
位　

上
津
中

個
人
戦　

１
位　

重
崎
奈
々
絵
・
大
浦
瑞
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）   

２
位　

蓮
井
こ
の
み
・
井
関
理
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

３
位　

高
畑　

智
・
高
見
千
穂

　
　
　
　
　
　
　

      （
上
月
中
）

３
位　

高
畑
有
梨
・
舟
引
美
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
中
）

男
子
卓
球

３
位　

三
土
中

個
人
戦

１
位　

松
阪　

純
（
三
土
中
）

３
位　

藤
田
一
輝
（
三
土
中
）

宍
粟
市
秋
季
球
技
大
会
（
10
月
14
日
・
敬
称
略
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

　
　

３
位　

三
日
月
中

男
子
卓
球

個
人
戦

２
位　

松
阪　

純
（
三
土
中
）

西
播
磨
中
学
新
人
球
技
大
会
（
10
月
28
・
29
日
・
敬
称
略
）

　

第
56
回
佐
用
郡
小
学
校
連
合
音
楽
会
が
、
11
月
15
日

に
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
10
小
学
校
か
ら
６
年
生
１
９
５
人
が
参
加
し

て
、
人
数
の
多
い
学
校
、
少
な
い
学
校
そ
れ
ぞ
れ
が
す

ば
ら
し
い
合
唱
・
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

久崎小学校の「和太鼓演奏」

三河小学校の「合奏」

三日月小学校の「二部合唱」

上月小学校の「二部合唱」

徳久小学校の「斉唱」

利神小学校の「合奏」 佐用小学校の「合奏」 江川小学校の「合奏」

幕山小学校の「二部合唱」 中安小学校の「二部合唱」

三日月中学校
　　　　　女子テニス部

 スポーツの秋・芸術の秋
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10
月
24
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
、
佐
用
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会
に
よ
る
交
流
大
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
16
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
団
体
の
部

　

優　

勝　

ほ
ほ
え
み
上
月
上
秋
里
A

　

第
2
位    

ほ
ほ
え
み
上
月
１

　

第
3
位　

佐
用
姫

◆
個
人
の
部

　

優　

勝　

松
阪
惠
美
子

　
　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
会
1
班
）

　

第
2
位　

大
下　

了

　
　
　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
上
月
上
秋
里
A
）

　

第
3
位　

西
崎
忠
夫
（
長
谷
）

第
1
回 

佐
用
町

   

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
交
流
大
会

第
33
回  

佐
用
郡
少
年
柔
剣
道
交
歓
大
会

【剣道団体戦の部】
種　　目 優　勝 準優勝 第３位 第３位

小学低学年の部 上月剣友会 A 佐用双葉会 上月剣友会 B ―
小学高学年の部 南光剣友会 A 上月剣友会 B 南光剣友会 B ―
中学生の部 南光剣伸会 A 佐用双葉会 上月剣友会 ―

【剣道個人戦の部】
種　　目 優　勝 準優勝 第３位 第３位

小学１・２年生の部
南光剣友会 佐用双葉会 佐用双葉会 佐用双葉会
春名茜里 山川良太郎 阿曽智章 山本昌平

小学３年生の部
上月剣友会 上月剣友会 南光剣友会 ―
高田真衣 谷口裕典 山本康晴 ―

小学４年生の部
佐用双葉会 南光剣友会 上月剣友会 ―
植田雄斗 春名桃寧 山西芽生菜 ―

小学５年生の部
上月剣友会 南光剣友会 上月剣友会 ―
清水啓夢 舟引千春 山田裕也 ―

小学６年生の部
南光剣友会 上月剣友会 上月剣友会 ―
岡田克己 山西葉月 眞野紗奈江 ―

中学生の部
南光剣伸会 佐用双葉会 南光剣伸会 ―
船引　亘 大内　黎 高原彰宏 ―

　

10
月
29
日
に
上
月
中
学
校
体
育
館
で
、
第
33
回

佐
用
郡
少
年
柔
剣
道
交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
選
手
は
対
戦
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

10
月
24
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公

園
周
辺
コ
ー
ス
で
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
主
催
の
あ
る
こ
う
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
ふ
れ
あ
い
と

親
睦
を
目
的
に
昨
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
72
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
２
２
５
人
が
秋
晴
れ
の

中
、
約
３
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
を
中
安
地
区
役
員
さ
ん
の

先
導
で
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。
歩

き
終
わ
っ
た
後
は
、
和
や
か
に
昼

食
を
と
り
、
交
流
と
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
は
安
全

た
す
き
が
参
加
賞
と
し
て
配
ら

れ
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
あ
る
こ
う
会

元気に行ってきます

慎重に・・・

【柔道団体戦の部】
種　目 優　勝 準優勝 第３位 第３位

小学生の部 上郡柔道少年団 A
千種すぎの子

柔道教室 A
上月蛍柔館 A 新宮柔道教室

【柔道個人戦の部】
種　目 優　勝 準優勝 第３位 第３位

保育所・

幼稚園の部
新宮柔道教室 上郡柔道少年団 上郡柔道少年団

千種すぎの

子柔道教室
村上　尋 秋葉直樹 有政空人 友重恵里那

小学１年生の部

千種すぎの子

柔道教室
山崎柔勇会 山崎柔勇会

千種すぎの

子柔道教室
金本真奈 春名大生 後藤龍斗 春名優矢

小学２年生の部
新宮柔道教室

千 種 す ぎ の

子柔道教室
上月蛍柔館 三日月広道館

福盛世竜 春名　意 嶋田哲吏 船引睦月

小学３年生の部

千種すぎの子

柔道教室

千 種 す ぎ の

子柔道教室

千 種 す ぎ の

子柔道教室
山崎柔勇会

妙見慎太郎 天野莉香子 立道竜斗 橋本祐太

小学４年生の部
上郡柔道少年団 上郡柔道少年団 上月蛍柔館 上月蛍柔館
畑尾純輝 杉本海哉 大西敏継 森本啓太

小学５年生の部
新宮柔道教室 上郡柔道少年団 上月蛍柔館 上月蛍柔館
岡村良介 宮里斗稀 坂井大良 村上紗野

小学６年生の部

千種すぎの子

柔道教室
三日月広道館 山崎柔勇会 上月蛍柔館

谷口理津也 舟引勇人 西塚和貴 石原俊文

中学男子

１年生の部
上郡中学校

千 種 す ぎ の

子柔道教室
上郡中学校 上郡中学校

木下拳也 妙見修一郎 橋本彰羅 坂口恭平
中学男子

２，３年生の部
上月蛍柔館 上郡中学校 三日月広道館 上月蛍柔館
坂井章太 吉田守次 塩崎龍樹 石原貴俊

中学生

女子の部
上月蛍柔館 上郡中学校 上郡中学校 三日月広道館
竹内佐織 仲本由起子 畑尾真緒 上谷若菜
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９
月
５
日
～
10
月
24
日
に
か

け
て
佐
用
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
町
軟
式
野
球
協
会
佐
用
支

部
「
後
期
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
」

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
チ
ー
ム 

が
参
加
し
た
同
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優　

勝　

ケ
ン
ト　

準
優
勝　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ 

最
優
秀
選
手
賞

　
　

黒
澤　

仁
（
ケ
ン
ト
） 

敢
闘
賞

　
　

中
村
祐
也
（
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
）

町
軟
式
野
球
協
会
佐
用
支
部

　
　
　
「
後
期
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
」
大
会優勝したケントのメンバー

　

10
月
28
日
に
三
日
月
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
三
日

月
連
合
会
主
催
に
よ
る
三
世
代
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
は
、
概
ね
集
落
ご
と

で
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
21

チ
ー
ム
の
団
体
戦
で
競
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
お
互

い
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
三
日
月
連
合
会
の

船
曳
猛
会
長
（
田
此
）
は
「
み
ん

な
の
笑
顔
が
見
れ
て
う
れ
し
い
。

こ
れ
が
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
く
れ
れ
ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

優　

勝
：
田
此
Ｂ
チ
ー
ム

　

準
優
勝
：
田
此
Ａ
チ
ー
ム

　

第
３
位
：
三
日
月
Ａ
チ
ー
ム

三
日
月
地
域
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

11
月
4
日
～
５
日
に
上
月
体
育

館
ほ
か
6
会
場
で
、
第
15
回
ビ
ス

ラ
カ
ッ
プ
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
、
遠
方
か
ら
滋

賀
県
・
広
島
県
な
ど
を
は
じ
め
近

畿
圏
内
を
中
心
に
総
勢
1
0
0

チ
ー
ム
も
の
参
加
が
あ
り
、
町
内

か
ら
も
佐
用
・
利
神
・
徳
久
・
中

安
・
三
河
・
久
崎
・
上
月
の
７
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

第
15
回  

ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

緊張の歓迎のことば

何打だったでしょうか
ブロックが決まったか

　

11
月
23
日
に
開
催
す
る
ビ
ス
ラ

カ
ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
向

け
、11
月
9
日
に
上
月
体
育
館
で
、

平
成
18
年
度
第
1
回
体
育
指
導
委

員
等
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

審
判
講
習
で
、福
山
真
龍
さ
ん（
南

中
山
）
を
講
師
に
迎
え
、
体
育
指

導
委
員
・
子
ど
も
会
役
員
の
約
40

人
が
基
本
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

平
成
18
年
度

　

   

第
1
回
体
育
指
導
委
員
等
研
修
会

熱心に受講



10

　
　町内保育園では、家庭で保育できないお子さんをお預かりし、
豊かな人間性を持った子どもを育成しています。
　来年４月から入園を希望されるかたは、期間内にお子さんと
一緒に希望する保育園へ行き、手続きをしてください。
　なお、現在、通園中のお子さんについては、申し込み手続き
の必要はありませんが、家庭状況調査票（継続）を提出してい
ただきます。
　また、時間延長保育をされているお子さんについては、更新
手続きが必要です。
　　　　　　　　　　　　　

平成１９年度　
保育園入園児を募集

お申し込みは１月５日から１９日まで

保育園名 定員 所在地 電話番号 備　　考
佐用保育園 120 佐用 320 番地 1 82-2946 乳児・時間延長保育
長谷保育園 20 口長谷 506 番地 1 83-2902
平福保育園 45 平福 1408 番地 1 83-2225 乳児・時間延長保育
石井保育園 30 上石井 738 番地 1 85-0044
江川保育園 30 豊福 83 番地 3 84-0001
幕山保育園 30 本郷 571 番地 5 87-0009
上月保育園 90 上月 923 番地 2 86-0103 乳児・時間延長保育
久崎保育園 90 久崎 285 番地 4 88-0011 乳児・時間延長保育
中安保育園 45 米田 103 番地 78-0040 時間延長保育
徳久保育園 45 下徳久 35 番地 78-0059 乳児・時間延長保育
三河保育園 45 上三河 98 番地 77-0028 時間延長保育
三日月保育園 90 三日月 1107 番地 79-2221 乳児・時間延長保育

■申し込み要領■
★申込書の配付
　　（希望の保育園でお渡しします）　
　　平成１８年１２月１１日（月）
　　　　　　　　　～２５日（月）
★申込書の提出
　　（希望の保育園へ提出してください）
　　平成１９年１月５日（金）
　　　　　　　～１９日（金）
★入園の決定
　　平成１９年３月中頃の予定。
★保育料の決定
　　平成１９年４月以降となります。
★お問い合わせ
　　各保育園、役場各支所・出張所、
　　福祉課　☎８２- ０６６１

　

小
学
校
・
中
学
校
に
就
学
し

て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家

庭
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
て
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
町
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
援
助
費
の
対
象

と
な
る
の
は
、
学
用
品
費
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
小
中
学
校
に
在

学
中
、
ま
た
は
４
月
に
入
学
さ

れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
就

学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
各
小
中
学
校
に
お
問
い
合

せ
の
う
え
、
１
月
末
ま
で
に
就

学
援
助
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
は
一
定

の
基
準
が
あ
り
、
教
育
委
員
会

の
認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

教
育
推
進
課

　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
５

小
学
校
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

地域の子どもは地域で守ろう
　佐用町保幼小中高児童生徒指導連絡協議会では、冬休み中の
子どもたちに次のような指導をします。地域のみなさまには、
子どもたちの安全・安心への見守りの声かけをお願いします。
ふれあう心を育てましょう
　　●気持ちのよいあいさつ
　　●規則正しい生活（早寝早起き、きちんとした食生活など）
　　●家事の手伝い、奉仕活動や地域の行事への積極的な参加
　　●いつでも、どこでも、誰にでも礼儀正しい態度
しない、させない、皆で注意しましょう
　　●危険玩具（エアガンなど）は使用しない
　　●火遊びはしない
　　●危険な場所（線路、池など）には行かない
　　●不審な車、電話の誘いに乗らない
守らせましょう　　　　　　
　　●交通ルールをしっかり守り、自転車に乗るときは気をつける
　　●夕方、暗くならないうちに帰宅する
　　●行き先、帰宅時刻をお家の人に、きちんと伝える
　　●携帯電話やインターネットなどは、節度ある使い方をする
　　●法に触れる行為は絶対にしない（買い物のマナーを守るなど）
　　●ゴミをしない、後始末をきちんとする
　子どもに関する情報は、佐用警察署☎８２- ０１１０まで。
■お問い合わせ　　教育委員会教育推進課　☎８２- ２４２５
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亀
井
ち
よ
の
さ
ん
（
平
福
中

町
）
が
百
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。多

年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く

し
て
き
た
お
年
寄
り
を
敬
愛

し
、
そ
の
長
寿
を
祝
う
た
め
、

敬
老
の
日
に
、
兵
庫
県
龍
野
健

康
福
祉
事
務
所
参
事
が
訪
問
さ

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事

か
ら
の
祝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

亀
井
ち
よ
の
さ
ん
は
、
今
年

９
月
に
百
歳
に
な
っ
た
、
明
治

39
年
生
ま
れ
。
お
祝
い
の
た
め

に
駆
け
つ
け
た
訪
問
者
や
家
族

か
ら
祝
福
を
受
け
て
、
贈
呈
さ

れ
た
祝
状
を
掲
げ
大
き
な
声
で

朗
読
さ
れ
る
な
ど
、
元
気
に
敬

老
の
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
は
９
月
末
現
在
、
百

歳
以
上
の
高
齢
者
は
13
人
お
ら

れ
ま
す
。

いつまでもお元気で

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
18
年
度
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞
を
片
山
新
男
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
兵
庫
県
く
す

の
き
賞
を
み
つ
わ
会
・
三
日
月
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞
・
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

こ
の
た
び
、
山
根
寛
治
さ
ん

（
大
畠
）
が
「
国
民
健
康
保
険
功

績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
約
23
年
間
に
わ
た

り
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

11
月
６
日
に
町
長
室
で
、
佐

用
町
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
、「
23
年
間
も
の
長
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
お
体
に
気
を
つ
け
て
い
た

だ
い
て
、
お
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
」
と
感
謝
と
労
い
の

言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

お疲れさまでした

国
民
健
康
保
険
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

片山新男さん（皆田）

　
　片山新男さんは剣道七段の実
力を持っておられ、昭和 52 年の
発足以来、上月剣友会の指導者
として活躍されており、子ども
の健全育成に尽力されている。

みつわ会
（代表：得平歌子さん・土井）
　「輪・話・和」３つの “ わ ”
から「みつわ会」と名づけ
られたボランティアグルー
プ。毎月第３土曜日午前中
に ふ れ あ い 喫 茶 を 開 催 し、
地域共通の情報の場となっている。現在、郡内各地域
で広がるふれあい喫茶の草分け的団体で、人間の輪を
広げ心豊かな地域社会づくりに貢献している。

三日月保育園
　幼年消防クラブ
　昭和５７年から幼年消
防クラブを設立以降、鼓笛
隊を編成し、毎年秋の全国
火災予防運動期間中に防
火パレードを実施し、地域住民に火災予防を呼びかけて
いる。また、町民運動会やイベントにも参加し、園児の
愛らしい鼓笛演奏や演技で花を添えている。

　

久
崎
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

が
次
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

久
崎
地
区
に
お
住
ま
い
の
か

た
の
み
が
対
象
と
な
る
選
挙
で

す
。

　

ま
た
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る
か
た
は
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

久
崎
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

■
告
示
日　

　
　

平
成
19
年
１
月
16
日（
火
）

■
投
票
日　

　
　

平
成
19
年
１
月
21
日（
日
）

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

と
き　

12
月
22
日
（
金
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

佐
用
町
役
場

　
　
　

上
月
支
所
２
階
会
議
室

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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10
月
29
日
に
、
久
崎
地
域
づ

く
り
協
議
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
２
０
０
人
の
参
加
の

も
と
、
笹
ヶ
丘
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
見
英
郎
会
長
（
小
赤
松
）

の
開
会
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

午
前
と
午
後
の
２
部
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
、
７
歳
の
子
ど
も
か

ら
84
歳
の
お
年
寄
り
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
競
技
よ
り
ふ
れ
あ
い
を

第
一
の
目
的
に
開
催
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
で
競
技
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
、「
初
め
て
の

経
験
で
楽
し
か
っ
た
、
も
う
一

度
や
っ

て
み
た

い
」
と

話
さ
れ

て
い
ま

し
た
。

共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ
⑮

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

幕
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
初
め

て
の
行
事
と
し
て
、
10
月
22
日
に

幕
山
小
学
校
で
、
幕
山
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
幕
山
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊

り
、
扇
舞
、
邦
楽
や
和
太
鼓
演
奏

が
行
わ
れ
、
ま
た
バ
ザ
ー
会
場
で

は
、
各
集
落
か
ら
様
々
な
模
擬
店

が
出
店
し
、
３
０
０
人
を
超
え
る

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ま
ち
づ
く
り
文

化
部
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
２
カ

月
前
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交

え
た
協
議
を
何
度
も
開
催
し
計
画

を
し
た
も
の
で
、
協
議
会
の
か
た

は
「
予
想
以
上
の
人
出
が
あ
り
、

開
催
し
て
よ
か
っ
た
、
今
後
も
地

域
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
る
行
事
を
計
画
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

幕
山
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

盛り上がった会場

　

11
月
12
日
に
江
川
小
学
校
で
、

平
成
３
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
き
た

江
川
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
江

川
地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
川
小
学
校
児
童
の
授
業
を
地

域
の
か
た
が
授
業
参
観
を
し
た
あ

と
、
体
育
館
で
江
川
保
育
園
児
・

江
川
小
学
校
児
童
・
保
護
者
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
劇

や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

校
舎
・
体
育
館
に
は
地
域
の
み

な
さ
ん
の
作
品
も
展
示
。
な
ご
や

か
に
昼
食
を
食
べ
た
あ
と
、
一
般

の
か
た
の
う
た
や
扇
舞
・
獅
子
舞

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
お

楽
し
み
抽
選
で
に
ぎ
や
か
な
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

江
川
地
区
ふ
る
さ
と
祭
り

高齢者・一般のかたも授業参観をしました

ふるさとの川を守ろう

　まちづくり月間実行委員会（後援：国土交通省）
では、「つなぐ・つなげるまちづくり」をテーマに
合言葉を募集します。
■応募締切　平成１９年２月１５日（当日消印有効）
■賞　一般の部　特選・準特選各１点　入選若干
　　　児童・生徒の部（中学生以下）特選・準特選
　　　各１点　入選若干　それぞれ賞状と副賞を贈呈
■応募要領　
　①応募作品は、未発表のもので、ハガキによる応
　　募に限る。１人何点でも応募できますが、ハガ
　　キ１枚につき作品は１点限り。
　②住所・電話番号・氏名・年齢・性別・職業（ま
　　たは学校名・学年）・応募部門・作品を必ず明記。
■お問い合わせ・送付先
　〒 102-0094　東京都千代田区紀尾井町 3-32
　( 財 ) 都市計画協会内まちづくり月間実行委員会
　標語募集係☎０３- ３２６２- ３４９１　

まちづくり標語募集第２４回

■■■ さらに復活！ザ・久
く ざ き い ち

崎市　■■■
■とき　１２月２４日（日）午前１１時～午後３時　■ところ　久崎商店街付近　
■主催　久崎地域づくり協議会　■お問い合わせ　上月支所地域振興課☎８６- １２１０

大事な一打
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23
日(

天
皇
誕
生
日)

は　
「
燃

え
な
い
ご
み
」の
み
受
付
し
ま
す
。

　

29
日
は
通
常
通
り
収
集
と
直
接

搬
入
の
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

年
始
は
１
月
４
日
（
木
）
か
ら
通

常
業
務
を
行
い
ま
す
。

集
積
場
所
へ
事
業
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

　

店
舗
・
工
場
・
事
務
所
な
ど
の

事
業
所
か
ら
出
る
事
業
系
の
ご
み

は
、
廃
棄
物
処
理
法
・
町
条
例
に

よ
っ
て
、
集
積
場
所
へ
出
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
事
業
系
の
一
般

廃
棄
物
は
収
集
運
搬
許
可
業
者
に

委
託
す
る
か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ご
み
の
集
積
場
所
は

各
自
治
会
な
ど
で
利
用
者
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
他
の
集
積
場
所

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　

分
別
方
法
や
出
し
方
に
つ
い
て

は
合
併
時
配
布
の
「
暮
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

 ■年末年始の収集と直接搬入は
12 月 １月

28 29 30 31 1 2 3 4
木 金 土 日 月 火 水 木

ごみの収集 ○ ○ 休 休 休 休 休 ○

直接搬入
燃えるごみ ○ ○ 休 休 休 休 休 ○

燃えないごみ ○ ○ 休 休 休 休 休 ○
※直接搬入の受付時間：　午前９時～午後４時３０分

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て

祝　　祭　　日 ２３日（土）
天皇誕生日

ごみの収集 なし
直接搬入 
■受付 
午前 9 時～ 
午後 4 時 30 分

燃えるごみ ×月～金
燃えないごみ ○月～土

■２３日の業務は

　

12
月
に
入
り
、
特
に
こ
の
時
期

は
金
融
機
関
か
ら
の
帰
り
道
、
子

ど
も
や
女
性
な
ど
を
狙
っ
た
犯
罪

が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
忘
年

会
な
ど
飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
こ

と
か
ら
、
飲
酒
に
絡
ん
だ
犯
罪
や

事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

佐
用
警
察
で
は
、
郡
内
全
域
で

特
別
警
戒
を
実
施
し
て
、
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
ひ
と
り
一
人
も
犯

罪
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
普
段

か
ら
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

 

出
掛
け
る
と
き
は	

○
短
時
間
の
外
出
で
も
確
実
に
鍵

　

を
閉
め
る

○
外
出
前
に
は
、
ご
近
所
さ
ん
に

　

一
声
掛
け
て
お
く

 

外
出
先
で
は	

○
金
融
機
関
で
お
金
を
引
き
出
す

　

と
き
は
特
に
注
意
す
る

○
す
り
や
置
き
引
き
は
人
が
集
ま

　

る
場
所
を
狙
う
た
め
、
カ
バ
ン

　

は
身
体
か
ら
離
さ
ず
、
財
布
は

　

カ
バ
ン
の
中
に
い
れ
て
カ
バ
ン

　

に
は
ふ
た
を
き
ち
ん
と
す
る

安
全
で
安
心
な
年
末
年
始
を

　

年
末
年
始
の
犯
罪
及
び
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う     ―

  

佐
用
警
察
署  ―

　天文台前の芝生広場にキャンドルを並べてお待ちして
います。映画上映も行いますので、ぜひご参加ください。
■とき
　１２月２３日（祝）
　　午後３時３０分～
　　（午後３時～受付）
■ところ
　西はりま天文台公園
■主な内容
　午後３時３０分～　映画上映　「コンタクト」
　午後６時～　　　　1,000,000 人のキャンドルナイト
　午後７時３０分～　小講演「カール・セーガン～ SETI と地球～」
　午後８時～　　　　大観望会
■お申し込み・お問い合わせ
　西はりま天文台公園　
　　　　　☎８２- ０５９８

 冬の大観望会 2006

　第６回『農』絵画コンクール（兵庫県農業共済組
合連合会主催）にご応募いただいた、町内の小学生

（３、４年生）の絵画５５点を１２月１８日から２６
日まで、三日月支所ロビーで展示します。
子どもたちの力作をぜひご覧ください。
　展示時間は午前８時 30 分～午後５時 15 分まで
( 土日祝日を除く )。コンクール入賞作品は、ＮＯ
ＳＡＩ兵庫のホーム
ペ ー ジ (http://www.
nosai-hyogo.or.jp/)
でご覧いただけます。

『農』絵画コンクール
　　　　　　応募作品を展示
　　　　　　　期間は 12 月 18 日～ 26 日

 平成１８年年末特別警戒実施中　（佐用警察署・町消防署・町消防団）
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

■
高
度
情
報
通
信 

⑤

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
工
事
の
業
者
選
定
が
提
案
方
式
に
よ
っ
て
総
額
13
億
７
、５
５
０
万
円
（
18
年
度

５
億
５
、８
１
５
万
６
、９
０
０
円
）
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
姫
路
支
店
に
決
定
し
ま
し
た
。
南
光
・
三
日
月
地
域
で
は
、
12
月
中
旬
ご

ろ
か
ら
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
地
元
説
明
会
で
よ
く
あ
っ
た
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
工
事
の
着

工
は
、
12
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
の
予

定
で
、
本
年
度
は
南
光
及
び
三
日

月
地
域
の
施
工
と
な
り
ま
す
。

　

工
事
が
始
ま
る
と
、
高
所
作
業

車
な
ど
工
事
車
両
の
往
来
が
盛
ん

に
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
光
及
び
三
日
月
地
域
で
は
10

月
中
旬
か
ら
地
元
説
明
会
を
集
落

や
共
聴
組
合
単
位
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
よ
く
あ
っ
た
ご
質
問

を
紹
介
し
ま
す
。

■
■  

加
入
に
関
す
る
こ
と

問
当
初
に
放
送
サ
ー
ビ
ス
に

加
入
し
て
、
後
か
ら
通
信

　

サ
ー
ビ
ス
に
加
入
す
る
と
き
の

　

加
入
金
は
ど
う
な
る
の
？

答
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
加
入
金
は
必
要

で
す
が
、
町
負
担
金
は
、  

 

１
引
き
込
み
に
つ
い
て
の
負
担  

 

な
の
で
不
要
で
す
。
た
だ
し
、

 

放
送
用
Ｏ
Ｎ
Ｕ
か
ら
通
信
用
Ｏ 

 

Ｎ
Ｕ
ま
で
の
配
線
工
事
な
ど
の

 

実
費
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
逆
の
ケ
ー
ス
も
同
じ
）

問
同
一
敷
地
内
で
２
世
帯
あ

る
場
合
の
加
入
は
２
口
で

　

な
い
と
い
け
な
い
の
？

答
１
世
帯
ご
と
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

問
事
業
所
等
へ
の
説
明
会
は

実
施
す
る
の
？

答
依
頼
が
あ
り
必
要
が
あ
れ

ば
実
施
し
ま
す
。

問
割
引
を
受
け
る
た
め
の
申

込
期
限
は
１
月
末
ま
で
で

　

す
が
、
期
間
が
過
ぎ
た
後
で
申

　

し
込
み
し
た
場
合
は
ど
う
な
り

　

ま
す
か
？

答
１
月
末
ま
で
の
お
申
し
込

み
い
た
だ
い
た
か
た
は
、　

　

町
分
担
金
１
万
円
と
宅
内
工
事

　

費
が
必
要
で
す
。
期
間
を
過
ぎ

　

る
と
、
町
分
担
金
が
２
万
円
に

　

な
る
ほ
か
、
別
途
引
き
込
み
工

　

事
費
用
の
実
費
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。

■
■  

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と

問
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
は
ど
う
す
れ

　

ば
よ
い
の
で
す
か
？

答
２
０
１
１
年
７
月
24
日
以

降
は
ア
ナ
ロ
グ
波
が
完
全

　

に
停
止
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

　

対
応
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
か

　

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
。

問
テ
レ
ビ
大
阪
系
列
の
放
送

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

の
？

答
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
や

共
聴
組
合
は
、
放
送
の
再

　

送
信
を
行
う
際
に
各
放
送
局
の

　

同
意
が
必
要
で
す
。
テ
レ
ビ
大

　

阪
は
県
域
放
送
局
の
た
め
、
県

　

域
外
へ
の
送
信
に
つ
い
て
同
意

　

は
も
ら
え
な
い
た
め
、
見
る
こ

　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
基
本
サ
ー
ビ
ス
で
家
中
の

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
の
？

　

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
は

　

ど
う
な
る
の
？

答
基
本
サ
ー
ビ
ス
で
家
中
の

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
場
合
は
、
基

　

本
サ
ー
ビ
ス
分
は
全
て
の
テ
レ

　

ビ
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
多
チ
ャ

　

ン
ネ
ル
は
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
接
続
さ
れ

　

た
テ
レ
ビ
で
し
か
見
ら
れ
ま
せ

　

ん
。

問
Ｂ
Ｓ
や
Ｃ
Ｓ
は
個
人
で
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
、
基

　

本
サ
ー
ビ
ス
の
み
受
け
る
こ
と

　

は
で
き
ま
す
か
？

答
で
き
ま
す
。

問
通
信
の
接
続
を
す
る
と
き

に
モ
デ
ム
な
ど
加
入
者
側

　

で
準
備
す
る
も
の
は
あ
り
ま
す

　

か
？

答
通
信
用
Ｏ
Ｎ
Ｕ
と
パ
ソ
コ

ン
を
直
接
接
続
す
る
こ
と

　

で
通
信
で
き
ま
す
の
で
特
に
必

　

要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
Ｉ

　

Ｐ
電
話
で
は
専
用
の
Ｔ
Ａ
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
が
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

　

で
用
意
（
利
用
料
に
含
む
）
し

　

ま
す
。

問
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
は
ど
う

な
る
の
？

答
利
用
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

そ
の
際
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
は

　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

ＷＩＮＫ指定業者募集
　　　　説明会を開催します

　姫路ケーブルテレビでは、放
送や通信サービス加入者の宅内
工事を施工するための指定業者
を募集します。ご希望のかたは
下記説明会にお越しください。
　宅内工事の内容は、ＯＮＵへ
の宅内配線の接続、パワーイン
サーターの設置、チャンネル調
整、ブースターや宅内配線の交
換、ＳＴＢの設置などです。
■とき　１２月１５日（金）
　　　　　午後２時～
■ところ　役場第２庁舎 201
■申し込みなどは不要ですの
で、直接お越しください。

質問と答え
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【冬場の入浴に注意】
　寒いこの季節、熱いお
風呂に入るのが楽しみで
すね。
　しかし、入浴中の死亡事故が多くなる季節
でもあります。全国で毎年、入浴時に亡くな
るかたの人数は１万人以上にのぼり、交通事
故で亡くなるかたとほぼ同数と言われていま
す。年齢別に見ると、６５歳以上のかたが全
体の８割に達し、月別では、１２月が最も多
くなっています。

【急激な血圧の変化】
　冬場、暖かい部屋から寒い脱衣所に入ると、
血管が収縮するため、血圧が急に上がります。
そして、浴槽に入ると、熱いお湯の刺激で血
圧がまた上昇し、その後、体全体が温まって
くると、血圧は下がります。
　こうした「温度差」による血圧の急激な変
化が、心筋梗塞や脳出血を引き起こす要因と
なり、高齢になるほど注意が必要です。

【入浴のポイント】
①脱衣所を暖かくする。
②浴室を暖かくする。（家族が入浴した後の２
番湯は、浴室が暖まっているうえ、お湯の温
度も適温なので、特に高齢者にお勧めです）。
③入浴前に家族にひと声かける。
④熱いお湯は避ける（適温は３８度から４１
　度です）。
⑤かけ湯をしてから入る。
⑥胸から下の半身浴が理想。
⑦入浴時間（浴室に入ってから出るまで）は、
　２０分以内にする。
⑧体調が悪いときや飲酒後、また食後すぐの
　入浴は避ける。
⑨入浴前後に血圧降下薬を飲まない。

救命士からの

ワンポイントアドバイス
今回は

　　　冬場の入浴について

　

10
月
21
日
に
、
町
内
の
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
員
が
一
堂
に
会
し
て
、

第
１
回
佐
用
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

安
全
・
安
心
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
家
庭
や
地
域
に

火
災
予
防
を
広
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
当
日
は
防
火
講
習

会
や
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
中
か
ら
は
「
消
火
器

を
使
う
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」「
住

宅
用
の
火
災
警
報
器
の
設
置
は
と

て
も
重
要
で
す
ね
」
な
ど
、
改
め

て
防
火
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
防
火
協
会
の
防
火

広
報
用
視
聴
覚
資
器
材
助
成
事
業

に
よ
っ
て
購
入
し
た
、
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
広
報
用
品

の
お
披
露
目
も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
機
に
、
普
段
最

も
火
を
使
う
機

会
の
多
い
女
性

を
中
心
に
、
よ

り
一
層
防
火
の

輪
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
ま

す
。

佐
用
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
安
全
・
安
心
大
会
を
開
催

　水の勢いにびっくり

デジタルカメラなどの広報用品

　

消
防
署
で
は
、
民
生
委
員
児

童
委
員
さ
ん
の
協
力
で
、
10
月

16
日
か
ら
12
月
５
日
ま
で
の
間
、

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老
人

と
高
齢
者
夫
婦
の
約
６
０
０
世

帯
を
対
象
に
、
毎
年
恒
例
の
家

庭
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
家
庭
防
火
診
断
は
、
火

を
使
う
機
会
が
多
い
こ
の
時
期

に
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
周
り
や
風
呂
の
焚
き
口

な
ど
の
防
火
点
検
、
ま
た
タ
コ

足
配
線
の
有
無
な
ど
の
安
全
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
文
字
が
大
き
く
見
や
す
い

と
好
評
の
『
消
防
署
員
の
手
作

り
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
手
み
や
げ

と
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
６
月
１
日
か

ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
警
報

器
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、

今
後
よ
り
一
層
の
火
災
予
防
に

努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

 

安
心
し
て
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う

入念に点検しました

手
作
り
カ

レ
ン
ダ
ー

 平成１８年年末特別警戒実施中　（佐用警察署・町消防署・町消防団）
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特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
は
休
館
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
12
月
14
日
（
木
）
か
ら

27
日
（
水
）
の
間
に
限
り
、
貸
出

数
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
は
１
月
５
日
（
金
）
か
ら
、

通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
館
中
の
図
書
の
返
却

は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

図
書
館
も
の
づ
く
り
講
座

『
双
六(

す
ご
ろ
く)

を

つ
く
ろ
う
』

●
日
時　

12
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
　
　

10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

●
内
容　

絵
本
な
ど
を
題
材
に
双

　
　
　
　

六
を
つ
く
り
ま
す

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

●
講
師　

芸
術
作
家　

　
　
　
　
　
　

堂
野
能
伸
さ
ん

●
参
加
資
格　

小
学
４
年
生
か
ら

　
　
　

一
般
（
３
年
生
以
下
は
保

　
　
　
　

護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

１
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

図
書
館　

☎
82
・
０
８
７
４

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
は
な
し
会　

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も

●
12
月
の
お
は
な
し　

　
　
『
聖
地
メ
ッ
カ
へ
行
け
な

か
っ
た
キ
ツ
ネ
』

●
そ
の
他　

申
込
不
要

お
り
が
み
教
室

●
日
時　

12
月
16
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

　　　　　　　

　　　　　　　　　　佐用郡佐用町佐用２５８５
　　　　　　　　　　佐用町立図書館
　　　　　　　　　　　　☎８２- ０８７４
　　　　　　　　　　　　FAX ８２- ０３１３
　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　toshokan@town.sayo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.toshokan.town.sayo.lg.jp

　12 月　December　師走  　１月　January　睦月
　日 月 火 水 木 金 土      日 月 火 水 木 金 土
　               １ ２　　　   １ ２ ３ ４ ５ ６
　３ ４ ５ ６ ７ ８ ９　　　７ ８ ９ 10 11 12 13 
  10 11 12 13 14 15 16      14 15 16 17 18 19 20
  17 18 19 20 21 22 23      21 22 23 24 25 26 27
  24 25 26 27 28 29 30 　　 28 29 30 31 
  31                         

生
活
の
中
の
「
ま
ね
っ
こ
」
は

　
　
　
　
　
　

 

大
切
な
あ
そ
び

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
な

か
な
か
外
に
出
づ
ら
く
な
っ
て

き
ま
す
ね
。
部
屋
の
中
で
長
時

間
過
ご
す
こ
と
は
、
お
母
さ
ん

に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
に
と
っ

て
も
、
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
り
や

す
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
見
方
を

変
え
て
み
る
と
、
じ
っ
く
り
と

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
え
る
い
い

チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

部
屋
の
中
で
の
あ
そ
び
と
い

う
と
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お

も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
お
絵
か

き
を
し
た
り
、
工
作
を
し
た
り

と
、
考
え
つ
く
事
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
お
母
さ

ん
が
一
緒
に
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
ね
。
ど
う
せ
お
母

さ
ん
の
手
に
か
か
る
な
ら
、
た

ま
に
は
掃
除
や
お
片
づ
け
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
年
齢

に
応
じ
て
出
来
る
こ
と
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
し
、
上
手
に
は
出
来

な
い
で
し
ょ
う
。「
お
手
伝
い
」

と
は
と
ら
え
ず
、
大
切
な
「
ま

ね
っ
こ
あ
そ
び
」
と
し
て
見
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
生
活
の
中

で
の
あ
そ
び
は
、
成
長
す
る
上

で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

子
ど
も
は
「
ま
ね
っ
こ
あ
そ
び
」

で
、
家
庭
で
の
部
分
的
な
役
割

や
人
と
の
か
か
わ
り
を
覚
え
た

り
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
意

欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
や
は
り
上
手
に
出
来
た
と

き
は
、「
や
っ
た
ね
ー
、
す
ご
い

ね
ー
」
と
大
げ
さ
に
褒
め
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
、
肌
を
ふ
れ
あ
わ
せ
な

が
ら
一
緒
に
し
て
あ
げ
る
と
、

上
手
に
ま
ね
を
す
る
よ
う
に
な

る
と
同
時
に
、
お
母
さ
ん
が
話

す
言
葉
も
ま
ね
っ
こ
で
き
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の
体
温
と
と
も
に

伝
わ
っ
て
く
る
声
は
、
と
て
も

心
地
よ
く
響
い
て
、
子
ど
も
が

「
話
す
」
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

信
頼
感
や
安
心
感
の
も
と
に
も

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
ん
な
愛
着
の
あ
る
経
験
を
と

お
し
て
、
家
庭
か
ら
外
の
世
界

へ
と
興
味
を
広
げ
て
い
き
、
お

母
さ
ん
と
の
距
離
も
上
手
に
と

れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

       （
ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
）

★
お
問
い
合
わ
せ

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

   

☎
82
・
４
１
０
８

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

      　

  

☎
86
・
１
１
５
３

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

ママプラザ
　　だより

●
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
12
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
サ
ン
タ
の
ひ
げ
ポ
ケ
ッ
ト
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　 

12
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

16
日(

土
）
で
す
。

図書館だより



17

2006/12 月号

●大人向けの本
　霊の発見　－書き下ろしエッセイ + トーク	
　　　　　　　　　　　　　   五木寛之／著　平凡社
　日本はなぜここまで壊れたのか
　　　　	 　　　　  マークス寿子／著　草思社
　子育てハッピーアドバイス　３
	 　　　　　　明橋　大二／著　１万年堂出版
　国家を騙した科学者　－「ＥＳ細胞」論文捏造事件の真相	
　　　　　　　　　　　　　  李成柱／著　牧野出版
　小児の薬の選び方・使い方　－小児科医の手の内を公開！	
　　　　　　　　　　　　　  横田俊平／編　南山堂
　ヒューマンエラーを防ぐ技術　－エラー発生のメカニズム

　　　から、事故分析、具体的な対策まで　　     河野竜太郎／編
　　　　　　　   日本能率協会マネジメントセンター
　一気に３品！圧力鍋おかず　－お鍋ひとつで３つのごちそう

　　　★ラクチン４６献立　　　  牛尾理恵／著　成美堂出版
　兵庫ワンちゃんお役立ち情報まるわかりブック「い
　ぬだす」　　　　　わんぽいんと／著　メイツ出版
　男の自主トレ　－溜めるから燃えるへカラダのアンチエイジング

　　　　　　　　　　　  　飯島庸一／監修　山海堂
　金メダルへの道　荒川静香／著　日本放送出版協会
　卒論を書こう　－テーマ探しからスタイルまで	
　　　　　　　　　　　　　   栩木伸明／著　三修社
　女に生まれて男で生きて　－女子サッカー元日本代表　         
           エースストライカーと性同一性障害　
　　　　　　　　　   水間百合子／著　河出書房新社
★月下の恋人　　　　　　　   浅田次郎／著　光文社
　美丘　　　　　　　　　   石田衣良／著　角川書店
　タルドンネ　－月の町	 　　岩井志麻子／著　講談社
　爺爺ライダー　　　　   薄井ゆうじ／著　アートン
★還らざる道　　　　　　　   内田康夫／著　祥伝社
■１２星座の恋物語　　　　   角田光代／著　新潮社
▲真鶴　　　　　　　　　   川上弘美／著　文芸春秋
★玉虫と十一の掌篇小説　   小池真理子／著　新潮社
■戦国一孤独な男－山本勘助　
　　　　　　　　   童門冬二／著　日本放送出版協会
　華の棺　　　　　　   西村京太郎／著　朝日新聞社
　鬼に喰われた女　－今昔千年物語	
　　　　　　　　　　　   　坂東真砂子／著　集英社
　藤沢周平未刊行初期短篇　藤沢周平／著　文芸春秋
　オランダ水牛の謎     －安楽椅子探偵アーチー

　　　　　　　　　　　　松尾由美／著　東京創元社
　紗央里ちゃんの家　　　   矢部　嵩／著　角川書店
　葉桜慕情　－口中医桂助事件帖　和田はつ子／著　小学館
　まだ生きている　－我が老後　佐藤愛子／著　文芸春秋
　異常気象売ります　上・下　
　　　   シドニィ・シェルダン／著　アカデミー出版
　私は「毛主席の小戦士」だった　－ある中国人哲学者の告白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   石平／著　飛鳥新社
　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図
書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2006.10.20 ～ 2006.11.18 受け入れ分の一部

　

今
回
も
引
き
続
い
て
、
認
知
症

の
か
た
と
近
隣
の
皆
さ
ん
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。

　

認
知
症
に
お
い
て
、
家
族
内
で

の
閉
じ
込
め
も
問
題
で
す
が
、
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
に
お
い

て
は
認
知
症
が
な
か
な
か
表
面
化

し
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
か
た
は
特
に
ご
近
所

の
皆
様
が
た
の
支
援
を
必
要
と
し

ま
す
。

　

最
近
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
悪
徳
セ
ー
ル
ス
や
、
詐
欺
で

す
。認
知
症
の
か
た
で
な
く
て
も
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
所
へ

う
ま
い
こ
と
を
言
っ
て
訪
ね
て
き

た
り
、
電
話
を
か
け
て
き
た
り
す

る
の
で
だ
ま
さ
れ
た
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
本
人
や
、
家
族
が
気
を
つ
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特

に
認
知
症
に
な
る
と
、
だ
ま
さ
れ

た
時
に
は
も
う
２
度
と
そ
ん
な
こ

と
し
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
ま

た
新
た
に
や
っ
て
来
ら
れ
る
と
、

前
の
こ
と
を
忘
れ
て
同
じ
よ
う
に

行
動
し
て
し
ま
っ
た
り
、
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
り
、
結
果
と
し
て
だ
ま
さ

れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　

悪
徳
業
者
な
ど
は
、
人
の
出
入

り
が
あ
る
と
こ
ろ
は
警
戒
し
ま

す
。
な
る
べ
く
ご
近
所
同
士
で
気

を
つ
け
あ
っ
て
、
特
に
最
近
も
の

わ
す
れ
が
気
に
な
る
か
た
に
は
積

極
的
に
訪
ね
て
み
る
な
ど
の
協
力

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
時
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
、
民
生
委
員
さ
ん
に
、
連

絡
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
対
処
や
、
今
後
の

介
入
の
必
要
性
が
判
断
し
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

■
■
■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信(

第
６
回)

認
知
症
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
⑥

　
　
　
　
　
　

～
認
知
症
高
齢
者
と
地
域
と
の
関
わ
り
２
～
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

★献血のお願い★

12 月 18 日（月）

　　10:00 ～ 11:30　役場南光支所
　　13:00 ～ 13:45　センターひまわり
　　14:30 ～ 15:30　尾崎病院
   　■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７- ８０２０

南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　　佐用町下徳久 1005 番地 1 
　　（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

■主な内容
　・基本検診（診察、尿検査、便潜血検査、血液検査、眼底検査、
　　心電図検査、胸部 X 線検査）
　・胃部 X 線検査・肝炎検査・喀

かくたん

痰検査　・前立腺ガン検査
■日程と申込先（予約制・受診する病院に直接お問い合わせを）　　
　　佐用共立病院（毎週水曜日）☎８２- ２３２１
　　佐用中央病院（毎週金曜日）☎８２- ２１５４
　　尾崎病院　　  （毎週火曜日）☎７７- ０２２１
■料金（希望する健診の組み合わせによって異なる）
　基本健診＋胃部検査の場合、２６，４１０円（佐用町に住民票があ
るかたは、町から１３，１００円の補助があるので、１３，３１０円）
　さらに、節目年齢のかたは無料で受診できます。
　★★平成１８年度の節目年齢のかた★★
     　  ４０歳 （昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日生まれ）
      　 ５０歳 （昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日生まれ）
      　 ６０歳 （昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日生まれ）
　※肝炎ウィルス検査の補助は１回限りですので、過去に受診されて
　　いるかたは実費となります。
■受診条件
　佐用町に住所を有する健康診査の機会に恵まれない満２０歳以上の
かた。ただし、次の各号に該当するときは、補助の対象となりません。
　（１）事業所が被雇用者などの健康保持のために実施する場合
　（２）健康保険組合、共済組合などの助成により実施する場合
■お問い合わせ
　健康課　☎８７- ８０２０ 及び健康課各地域事務所　

２時間人間ドック　節目年齢のかたは無料です

　寒い季節がやってきました。寒くなると体力も低
下して、風邪をひきやすくなります。しっかり栄養
をとって、風邪に負けない体を作りましょう。栄養
をしっかり体に取り入れるためには、生活のリズム
を整え規則正しい生活をすることが大事です。
＜食事のポイント＞　
　主食に主菜＋副菜＋（汁物）を加え、バランスの
良い食事を心がけましょう。
☆ビタミンＡ・ビタミン C をたっぷりと
●ビタミン A は皮膚やのど・鼻の粘膜を丈夫にし、 
ウイルスの侵入を防いでくれます。かぼちゃ・人参・
ほうれん草等の緑黄色野菜やレバーやうなぎ等に多
く含まれます。油と一緒に摂るようにすると吸収率
がアップします。
●ビタミン C は血管を丈夫にしたり皮膚を健康に保
つ働きから、感染症に対する抵抗力を強めます。体
にたくわえることができないので、毎日かかさず摂
りましょう。ピーマンや小松菜・キャベ
ツ・白菜やイモ類、レモン・キウイ・み
かんなどの果物に多く含まれます。ビタ
ミン C は水に溶けやすく、熱に弱いので、
洗ったり料理をする時はさっと手早くし

ましょう。また煮汁を一緒に利用するような料理
（スープやシチュー､　鍋料理など）もいいですね。

☆良質のたんぱく質を
●血や肉になる重要な栄養素。不足す
ると、体力 ･ 気力がおち、風邪にかか
りやすくなります。また、風邪を防ぐ
免疫体を作るためになくてはならない
ものです。肉・魚・卵・大豆製品・乳
製品等をバランスよく摂りましょう。
☆十分なエネルギーを
●脂肪は少しの量でたくさんのエネルギーになるの
で体を温かくします。また、腹持ちがよいので、空
腹感がないために寒さを感じることも少なく､ 冬に
は大切な栄養素です。
＜冬の野菜をたっぷり食べましょう＞
　土の中でできる根菜類（大根・ごぼう・れんこん等）、
しっかり根をおろした葉菜類（ほうれん草・小松菜等）
は、昔から体を温めると言われています。また、旬
の野菜は味もよく、栄養もたっぷり含まれています。
鍋物や煮物・和え物・具だくさん味噌汁等、いろん
な料理法で旬の野菜をたっぷり食べ、寒さに負けな
い元気な体を作りましょう。

美味しく食べて、風邪予防！
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★すくすく健康相談
　　　　　（平成 18 年 6 月生まれ）

　１２月８日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談
　　 　（平成 17 年１2 月生まれ）

　　　　　　　　１２月１５日（金）13：30 ～

★１歳６カ月児健診
　  　（平成 1 ７年４月～平成 1 ７年５月生まれ）

　　１２月１９日（火）13：00 ～

★４カ月児健診（平成 18 年 8 月生まれ）

　　１２月２５日（月）13：00 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　（７ヵ月児～１歳６ヵ月児未満）

　　１月１０日（水）13：30 ～

★０歳児クラス（２ヵ月～１歳未満）

　　１月１５日（月）10：00 ～

※いずれも場所は上月保健福祉センター

　運動不足や不規則な食生活などが原因で肥満や高
血圧などといった生活習慣病になる人が急増してい
ます。
　町ぐるみ健診の結果から運動不足が原因では？と
感じられたかたもあると思います。
　生活改善に取り組まれていますか？「からだを動
かすぞ！」という意識がなければ、どんどん運動不
足に陥ってしまいます。健康な体でいるためには特
に運動はかかせません。地域での運動会や紅葉を見
るためのウォーキングツアーなど家族や友人を誘っ
て積極的に参加しましょう。激しい運動でないと効
果がでないと思いがちですが、健康維持のためには
簡単で気軽に行える運動、1 日１０分程度のウォーキ
ングからはじめて運動習慣を身につけることが大切
です。
　また、日常生活の中でも面倒がらず、意識をして
からだを動かすことが大切です。
こんなに体が元気になる！有酸素運動で健康になろう
　呼吸が苦しくならない程度で、ゆっくり時間をか
けて行う運動を有酸素運動といいます。有酸素運動
では酸素を体内に取り込んで脂肪をエネルギーに変
えて消費するため、減量などに最適な運動とされて

います。ジョギングやウォー
キング、水泳、サイクリン
グなどが代表的な有酸素運
動です。
有酸素運動の効果
１．脂肪の燃焼　内臓脂肪
が分解されやすくなる。
２．最大心拍数の低下　心肺機能が向上し、安静時 
　　の心拍数を抑えられる。
３．老化防止　血流がよくなり脳への血液循環が高
　　くなる。転倒骨折などの予防
４．ストレス解消　心地よさを感じ、気分もよく、　
　　ストレス解消になる。
　町民プール「あめんぼ」でも健康増進コース、ア
クアビクスコース、スイミングスクールなどがあり
ます。また町内でもいろいろな運動サークルやイベ
ントがあります。あなたもすすんで参加してみませ
んか？ひと汗かけば気分も晴れ晴れします。

「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後に薬」
を健康づくりの合言葉に、（来年の健診を目標に）生
活改善に取り組みましょう。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

　12 月行事カレンダー
●難病医療相談会（予約制）　　　　　　　
　　１日（金）14:30 ～ 17:00
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　12 日（火）13:30 ～ 15:30　
●こころのケア相談 ( 一般 )( 予約制 )
　　14 日（木）14:00 ～ 17:00　
●酒害相談　　　　　　　
　　14 日（木）13:00 ～ 15:00　
●専門的栄養相談（予約制）
　　19 日（火）10:00 ～ 11:30　
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )
　　20 日（水）13:30 ～ 16:00　
●思春期精神保健相談（予約制）
　　21 日（木）14:30 ～ 16:30　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　26 日（火）13:30 ～ 15:30　
※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　佐用健康福祉事務所 
　　　　　　　　　　☎８２- ２６２１

もっと歩こう！もっと動こう！
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　１１月９日に池田
春 雄 さ ん（ 上 長 尾 ）
ほ か ５ 人 の か た が、
横坂の佐用インター
バス停近くの花壇に
葉ボタンを定植され
ました。　
　今年で１６回目に
な り、 全 長 １ ０ ０
メートルにもおよぶ
花壇の紅白の葉ボタ
ン約千株がバス利用
者の目を楽しませて
くれます。

　　

　恒例の作業で手際よく

まち の
　　話 題

　
　１１月５日に杉坂峠（皆
田）で、佐用町消防署・
佐用町消防団の合同消火
訓練を実施しました。
　これは、これから火を
使う機会が増える冬場に
向 け て 行 わ れ た も の で、
消防団員も日ごろの訓練
の成果を発揮し、迅速な
消火活動を展開しました。

　１１月８日に
ふれあい長谷で、
利神小学校５年
生が、地域のか
たや保護者のか
たのご協力でも
ちつきを楽しみ
ました。これは、
総合学習で籾ま
き か ら 田 植 え・
草取り・稲刈り・脱穀と行ってきて、一番楽しみにし
ていたもちつきです。杵が重くて大変でしたが、コツ
を教わると “ ペッタン ”“ ペッタン ” とリズム良くもち
をつくことができました。つきあがったおもちを、き
なこやあんこにつけてみんなでおいしく食べ、中には

「１７個食べました」というつわものもいました。

きれいなおもちができました

備えています自主防災の力

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　１０月２８日に「救護施設南光園」新館ホールで、ふれあい
喫茶『南光園であえーる』が開催されました。これは、ボランティ
アグループ「みつわ会」が毎月第３土曜日に南光文化センター
で開催している『手作りふれあい喫茶あえーる』に、南光園の
利用者が、２年前から毎回１０人ほどずつ参加していて、今度
は、施設で喫茶を開催し「みつわ会」のみなさんを招待しよう
と計画されたものです。当日は、利用者がウエイトレス・受付

などで、「みつわ会」のメン
バー１０人とともに喫茶を
開き、交流を深めました。ま
た、｢みつわ会｣ の男性メン
バーの歌に女性メンバーの扇舞（親翠流）が披露され、施設の利用者がほ
とんど参加した喫茶は、楽しいひとときとなりました。利用者は「パンと
コーヒーにバナナなどとてもおいしかった」と笑顔で話していました。　
また、同施設では、地域に喫茶の輪を広げて交流を図り、利用者のエンパ
ワーメント（本来持っている能力を引き出し，社会的に自立すること）を
目指しています。

花壇はお正月の装い

喫茶で広がる交流の輪

みごとな踊りに拍手喝采

　　力いっぱいつきました

　  なごやかなティータイム

本番さながらの緊迫した訓練でした
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　町合併記念事業として、星都づくり協議会と南光手
づくり文化スタッフ主催の「きのこ狩り＆なべの会」
が１１月１２日に、西は
りま天文台公園で開催さ
れました。８５人の参加
者は、天文台公園周辺で
採取したいろいろなきの
こを、日本きのこ協会の
みなさんに鑑定してもら
い、その後、きのこのな
べなどを食べながら交流
を深めました。

　１１月５日に「ふれあい長谷」など佐用町の３カ所で、映画「０（ゼロ）からの風」（塩
屋俊監督）の撮影が行われました。
　この映画は、飲酒・無免許の暴走車が歩行者に激突し、１人息子を亡くした母（鈴木共
子さん）が、刑法改正（「危険運転致死傷罪」の設立）を獲得するにいたる実話です。
　また、息子が入学するはずだった早稲田大学に母が入学
を果たします。そして、約５年間の刑期を終えた加害者と
の対面などを描いたヒューマンドラマです。

　主演は母親役の田中好子さん、息
子役に杉浦太陽さん、そのほか豊原
功補さんなどの出演に、長谷地域か
らも約２０人がエキストラで出演し
ました。平成１９年春休みに主要都
市の劇場で公開され、その後全国巡
回上映される予定です。

ふれあい長谷が映画のロケ地に

地域のみなさんがエキストラで出演のシーン

　１１月１８日に上月歴史資料館で、皆田和紙保存会
主催の「和紙で遊ぼう」が町合併記念事業として開催
されました。   
　町内外からの
延べ９０人の参
加者は、紙すき
体験・手づくり
ハガキ・和紙の
染色の３部門に
分かれてそれぞ
れ熱心に取り組
みました。

和紙づくりに挑戦

　 １ １ 月 １ ４ 日
に 佐 用 小 学 校 4
年 生（ ４ １ 人 ）
が 佐 用 ク リ ー ン
セ ン タ ー を 見 学
しました。
　 こ れ は 社 会 科
の 校 外 学 習 の 一
環 で 私 た ち が 出
したごみがどのように処理をされているかを体験する
ためで、ごみが次々と集められる様子をクレーン室か
ら見学し、「環境に影響が少なくなるよういろいろな
装置があり、電気代が月およそ１５０万円です」とい
う説明を聞いてびっくりしていました。見学のあと「少
しでもごみを減らすため、この体験をみんなで生かし
ていきます」と話してくれました。

 　 ごみの減量化は大切なことです

　１１月１日に医
薬 品 メ ー カ ー・ ア
ストラゼネカの社
員（ 神 戸 支 店 ９ ５
人 ） が、 佐 用 町 の
３カ所で農作業ボ
ランティアを行い
ました。
　 こ れ は 社 会 貢
献 活 動 の 一 環 で 全
社 員 ３ 千 人 が 全 国
４０カ所で活動したもので、佐用町へは、全国棚田百
選に選ばれた乙大木谷をはじめ、田和、西新宿の３カ
所で溝掃除や草刈りなどを行いました。普段のスーツ
を作業着と新品の長靴に履き替えての作業を参加した
社員は、「慣れない作業ですが、貢献しながら楽しみ
たいです」と話されいました。

ボランティア活動は楽しいですえっ、１５０万円 ?!

       真剣に取り組んでいます

　撮影も順調に

主演の田中好子さん

きのこ狩り＆なべの会

      きれいな和紙ができました 　いろんなきのこがありました



22

お知らせ

　「国の教育ローン」は、大学、短大、
専修学校、各種学校や外国の学校な
どに入学・在学するお子さまをお持
ちのご家庭を対象とした公的な融資
制度です。
■融資額　学生・生徒１人につき　
　　　　　２００万円以内
■利率　年２．３㌫（平成 18 年 11
　　月 10 日現在）
■ご返済期間　１０年以内（母子家
　　庭・交通遺児家庭のかたは、１
　　年の延長が可能）
■お問い合わせ　
　　　国民生活金融公庫姫路支店　
　　　☎０７９- ２２５- ０５７１

11 月 20 日現在（　）内は前月比

　人　口　２１，４８５人（－１２）
　　　　　男 １０，２５２人   （－　３）
　　　　　女 １１，２３３人   （－　９）

　世帯数　　７，３８０戸（＋　５）

　11 月中の移動
      出生 　７人　死亡 ２６人
      転入 ４３人　転出 ３６人

お誕生おめでとう
１０月２１日から１１月２０日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます
１０月２１日から１１月２０日届出分　敬称略

ちょうみんカレンダー
12 月 5 日～１月 5 日

人のうごき
国の教育ローン

兵庫県の最低賃金改正
★地域別最低賃金
　　　　 　（平成 18 年９月 30 日から）

兵庫県最低賃金
時間額
６８３円

★産業別最低賃金
　　　　 　（平成 18 年 12 月１日から）
最低賃金の件名（適用業種）時間額
繊維工業、靴下製造業 ７３９円
塗料製造業 ８４２円
鉄鋼業 ８１７円
一般機械器具製造業 ８０５円
電気機械器具製造業、情報
通信機械器具製造業、電子
部品・デバイス製造業

７６９円

輸送用機械器具製造業 ８３９円
計量器・測定器・分析機器・
試験機・測量機械器具製造
業

７７１円

自動車小売業 ７８６円
　　　　　　（平成 19 年 2 月１日から）
最低賃金の件名（適用業種）時間額
各種商品小売業 ７４７円

（注）業務・年齢などにより産業別最低
賃金の適用が除外され兵庫県最低賃金
が適用される場合があります。
■お問い合わせ　兵庫労働局労働基準部賃金課
　　　　　☎０７８- ３６７- ９１５４

月

日

曜

日
内　　　容 場　　　　所 時　間

5 火
特設人権・登記相談所 

三日月文化センター２階サークル室 
13：00 ～ 16：006 水 上月支所第１会議室 

7 木 南光文化センター第１会議室 
9 土 クリスマスジャズコンサート スピカホール 18：00 ～

10 日 親子たこづくり教室 もくもく村木工館 13：30 ～
12 火 福祉相談 南光地域福祉センター 13：30 ～ 16：00

13 水
特設人権・登記相談所 コミュニティ防災センター（佐用町消防署） 13：00 ～ 16：00
高年大学三日月教室 三日月保育園 10：00 ～

14 木
高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
ＥＭぼかし講習会 佐用町保健センター 10：00 ～

18 月 献血 本紙ｐ 18 をご覧ください

20 水
高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談日
役場本庁舎２階相談室 10：00 ～ 12：00
南光文化センター会議室 13：00 ～ 15：00

21 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
24 日 ザ・久崎市 ( くざきいち ) 久崎商店街付近 11：00 ～ 15：00
25 月 弁護士相談 佐用町地域福祉センター 13：00 ～ 15：30

自然災害への備えにプラスワン！

「フェニックス共済」
　　　- 兵庫県住宅再建共済制度 -
■負担金年額 5,000 円／戸で
　　　　最高６００万円給付
■複数年一括支払時の割引・クレ　
　ジットカード支払い・インター　
　ネット申し込みを開始
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■募集職種、採用予定人員
 　歯科センター歯科衛生士１人
　久崎小学校スクールバス運転員１人
■受験資格
　○歯科衛生士　概ね 40 歳以下で、
　　歯科衛生士の資格を有する者
　○運転員　概ね 65 歳以下で、大
　　型自動車運転免許を有し、その
　　運転経験がある者
■採用予定日及び雇用期間

　○歯科衛生士　平成 19 年１月１日
　　　　　　～３月 31 日（更新有）
　○運転員　平成 19 年４月１日
　　　　　　～９月 30 日（更新有）
■賃金
　○歯科衛生士　日額６，３００円
　○運転員　　　 時給１，３００円
■勤務時間　
　○歯科衛生士　月～金曜日
　   午前８時 30 分～午後５時 15 分
　○運転員　月～金曜日　
　　午前７時～８時、午後３時～５時
■採用試験日程　
　　12 月 19 日（火）　午後１時～
■試験方法
　○歯科衛生士　作文試験及び個別面接
　　　　　　　　　　午後３時～５時
　○運転員　実地運転試験、適性検
　　　　　　査及び個別面接
　　　　　　　午後１時～５時
■応募方法及び受付期間
　履歴書及び資格証を 12 月 18 日
　までに役場総務課へ提出
■お問い合わせ　役場総務課
　　　　　　　　☎８２- ２５４９

■とき　平成１９年２月１１日（日）
■ところ　兵庫県立大学姫路書写　
　　　　　　　　　　キャンパス他
■試験種類　甲種、乙種第１類～
　　　　　　　　　　　６類、丙種
■受付期間　１２月１８日（月）～
　　　　　　　１２月２１日（木）
■受付場所　兵庫県下各消防本部
■お問い合せ　消防署　危険物係　
　　　　　　　☎８２- ３８７４

　踊りが好きなあなた、体を動かし
たいきみ、一緒に踊りませんか？
　規律正しく練習し、楽しく踊るを
合言葉にオリジナルの衣装・楽曲、
振付で頑張っています。
■練習日　毎週金曜日　
　　　　　　　午後７時～午後９時
■練習場所　コミュニティ防災セン
　　　　　　　ター（佐用町消防署） 
■会費　入会金１、０００円 ( 鳴子代 )
　　　　毎月　１、０００円
　　　　　（５００円は衣装代積立）
■お問い合わせ　星嵐
　　佐用町長尾　依田吉充　
　　　　　　　　☎８２- ２９１７

　　　　　　　　さよう動物病院
　　　　　　　　☎８２- ００１４
星嵐ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.yoda-f.jp

■採用予定人員
　男性警察官　約８５人
■受付期間  
　１１月３０日（木）
　　　　～１２月１９日（火）まで
　　　　　　　　　（当日消印有効）
■試験の日時及び受験地
　第１次試験	 １月２０日（土）
　　午前１０時試験開始
　　神戸市、尼崎市、明石市
　第２次試験	 ２月 14 日（水）か
　　ら同月２０日（火）までの指定
　　する１日
　　神戸市
　( 注 ) 第二次試験の試験日及び試
　験会場については、後日指定する。
■合格発表及び採用時期   
　 (1) 第一次試験合格発表
　　　１月３０日（火）
　 (2) 最終合格発表
     　　４月１１日 （水）
■お問い合わせ
　 佐用警察署　☎８２- ０１１０

　放送大学はテレビ・ラジオで授業
を行う通信制大学です。
■教養学部
①入学試験はありません。
② 15 歳以上なら誰でも選科履修　
　生・科目履修生として入学でき、
　約３００科目の中から好きな科目
　を１科目からでも学べます。
③ 18 才以上で大学入学資格をお持
　ちのかたは、誰でも全科履修生と
　して入学でき、卒業すると学士の
　取得ができます。
■大学院
① 18 歳以上なら誰でも選科履修生・
　科目履修生として入学でき、約　
　７０科目の中から好きな科目を１
　科目からでも学べます。
■出願受付期間　平成１８年１２月
　１５日～平成１９年２月１５日
■お問い合わせ　
　放送大学姫路サテライトスペース
　　　☎０７９- ２８４- ５７８８
■放送大学ホームページ　
　　　http://www.u-air.ac.jp

佐用町役場 ( 代表）　      ☎  82-2521
　　　　　　　　　　    FAX  82-0131
福祉課　　　　　　　　☎ 82-0661
税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
まちづくり課　　　　　☎ 82-0664
西はりま天文台公園　　☎ 82-0598
さよう文化情報センター☎ 82-3336
農業共済課　　　　　　☎ 79-2983
教育委員会教育推進課　☎ 82-2425
消防署危険物係　　　　☎ 82-3874
佐用クリーンセンター　☎ 82-0293

今月の
納税

１２月２５日（月）です
 　
口座振替日は１２月２５日（月）です

　納税は納期限までに！

固定資産税第３期分、国民
健康保険税第６期分、介護
保険料（普通徴収）第６期
分 の納期限は

募　集

「星嵐」で
   一緒に踊りませんか

―  今月の納税相談日   １２月１８日（月）―
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時
受付場所：役場第１庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
■お問い合わせ　
　　　税務課収納係　８２－０６６２

第 3 回
       危険物取扱者試験

兵庫県警察官
　　　  採用選考試験

自宅がキャンパス
「放送大学」学生募集

佐用町臨時職員募集

 12 月は「公平な納税と町税収入確保強化月間」
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　　  わが家のアイドル

「太陽を横切る黒い影 ～水星の太陽面通過～」 
  　１１月９日早朝に、国内で

は３年ぶりとなる水星太陽面
通過という天体現象が観察で
きました。水星は太陽系のもっ
とも内側を回る惑星です。
　太陽と水星、そして地球が
ちょうど一直線上に並んだと

き、地球からは水星が太陽の上を通過しているように観察で
きるのです。快晴となった１１月９日の早朝から西はりま天
文台では特別観望会を実施し、特殊なフィルターを付けた望
遠鏡で地元のかた２０人と自然学校児童３０人ほどに太陽面
通過を観察していただきました。小さな水星の影と大きく丸
い太陽の姿に参加者のみなさんは驚いていたようです。次回
の水星太陽面通過は国内では２６年後しか見ることができま
せん。天文台では動画の撮影に成功しましたので、通過中の
様子をご覧頂くことができます。ぜひご来園ください。 
　　　　　　　　　西はりま天文台嘱託研究員　内藤博之

 天文クイズ
　　２００４年に水星に向けて飛び立ったＮＡＳＡの
　宇宙探査機の名前は？ 
　(1) メッセンジャー　(2) ゴレンジャー　(3) デンシジャー
　先月号のクイズの答え
　　　（２）Wow!

　こまめで自分で何でもやってみたい興味津々な愛斗
は、踊ったり飛び跳ねたり、毎日元気いっぱい。毎日、
笑顔や成長を見るのが楽しみです。
　いつまでもその笑顔を忘れず元気で明るい、やさしい
男の子に育ってね。　　　とうちゃんとかあちゃんより

まち の
　　話 題

編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

 FAX0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

ひまわり写真コンテスト

　１１月４日に南光文化センターで、平成１８年度ひま
わり写真コンテスト表彰式が行われました。
　これは、７月に開催した南光ひまわり祭りイベントの
一環で募集したもので、このたび入選作品が決定し、さ
よう文化祭にあわせ南光会場で展示しました。
　Ⅰ部・ひまわりの部では 89 人１７８点の応募の中か
ら相生市の明石昌彦さんの「枯花とモデル」が金賞に選
ばれ、Ⅱ部・一般の部では、13 人 22 点の応募の中から
大東市の高野隆喜さんの「支度」が金賞に選ばれました。

平成１８年度ひまわり写真コンテストの主な入賞者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

【Ⅰ部・ひまわり】
　金賞　明石昌彦　  （相生市）　  「枯花とモデル」
　銀賞　中右昌明  　（加西市）　  「夏の思い出」
　銀賞　木村興子　  （赤穂市）　  「ヒマワリの里」
　銅賞　宍戸正幸　  （赤穂市）　  「降霜の朝」
　銅賞　平野壽代　  （淀）　　  　「盛夏残影」
　銅賞　佐藤伸治　  （大阪市）　  「夏の思い出」
　銅賞　岡本忠興　  （宇治市）　  「雨天にも情緒あり」
　銅賞　吉田一朗　  （加古川市）「ママ、ポーズ」
　佳作　川西和彦　  （奥金近）　  「おゝ寒い」

【Ⅱ部・一般】
　金賞　高野隆喜  　（大東市）       「支度」
　銀賞　小林憲治　  （神戸市）       「修験道場へ」
　銅賞　木村繁之　  （赤穂市）       「出番前」
　佳作　福原ひとみ（下三河）       「本番前・・・」

Ⅱ部金賞「支度」

Ⅰ部金賞「枯花とモデル」
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